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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

太
宰
府
市
の
北
東
に
あ
る
宝
満
山
は
、

中
世
以
前
の
記
録
に
は
「
御
笠
山
」
と
記
さ

れ
、
ま
た
、
山
に
雲
が
掛
か
る
姿
を
も
と
に

し
て
か
「
竈
門
山
」
と
も
表
記
さ
れ
、
複
数

の
名
で
古
代
以
来
史
料
に
度
々
登
場
し
て

い
ま
す
。
山
内
の
信
仰
に
関
す
る
祭
祀
跡

や
窟
、
堂
社
跡
、
坊
跡
な
ど
の
保
存
状
態
が

良
好
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
調
査
・
研
究

の
結
果
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
遺
跡
の

変
遷
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
古
代
に
お
い
て
は
、
対
外
交
渉
に
関

す
る
国
境
で
の
祭
祀
を
担
っ
た
遺
跡
と
し

て
象
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
我
が
国
を
代

表
す
る
山
岳
信
仰
の
遺
跡
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
25(
２
０
１

３
)
年
に
国
の
史
跡
と
な
り
来
年
で
10
年

を
迎
え
ま
す
。

奈
良
の
都
平
城
京
の
北
東
に
も
同
名
の

「
み
か
さ
や
ま
」
が
あ
り
ま
す
。
『
続
日
本

紀
』
に
は
養
老
元
(
７
１
７
)
年
２
月
１
日

の
条
に
、
遣
唐
使
が
出
立
に
先
立
ち
盖
山

(
み
か
さ
や
ま
)
で
航
海
の
安
全
を
願
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、
宝
亀
八
(
７
７
７
)
年
２

月
６
日
の
条
に
は
、
遣
唐
使
が
前
年
に
風

と
波
が
不
調
で
渡
海
で
き
な
か
っ
た
た
め

天
神
地
祗
を
春
日
山
(
=
御
蓋
山
)
の
下
で

拝
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
の

宝
満
山
と
同
様
に
、
奈
良
の
都
の
北
東
の

山
で
は
対
外
交
渉
に
際
し
て
「
み
か
さ
や

ま
」
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
は
こ
の
頃
の
中
国
「
唐
」
の
都
で
あ
っ
た

長
安
で
も
『
大
唐
郊
紀
録
』
に
よ
れ
ば
、
立

春
後
の
丑
の
日
に
国
城
の
東
北
で｢

風
師｣ 

(

風
の
神

)

を
祭
っ
て
い

る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま

す
。
唐
で
は

日
、
月
、
星
、

山
、
川
、
薮
、

沢
な
ど
を
神

格
化
し
、
こ

れ

を｢

天

神

地

祇｣

と

総

称
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す

が
、
都
の
北
東
で
祀
ら
れ
た
の
は
特
に
「
風

の
神
」だ
っ
た
よ
う
で
す
。

宝
満
山
で
も
か
つ
て
は
風
の
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
初
期
に
編
纂
さ
れ

た
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は
、
竈
門
神
社

下
宮
の
末
社
の
中
に
「
風
神
社
」
が
見
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
筑
前
国
続
風

土
記
』
に
は
、
山
頂
下
に
「
風
天
祠
」
が
あ

り
、
弘
法
大
師
(
空
海
)
が
風
神
を
祀
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
竈
門
山
旧
記
』

と
い
う
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
史
料
に

は
、「
今
に
至
り
毎
年
六
月
吉
日
納
風
の
法

を
執
行
、
彼
の
風
穴
を
祭
る
事
空
海
法
師

の
遺
法
な
り
。
風
穴
は
秘
密
所
な
り
。
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
海
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
古

代
に
お
い
て
は
、
遣
唐
使
の
派
遣
は
す
べ

て
風
を
頼
っ
て
の
航
海
で
あ
り
、
国
外
か

ら
の
情
報
や
文
物
の
請
来
に
と
っ
て
風
の

神
を
祭
る
こ
と
は
国
家
の
一
大
事
だ
っ
た

よ
う
で
す
。『
日
本
書
紀
』
に
は
神
功
皇
后

の
笠
が
風
で
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
笠
が
落
ち

た
と
こ
ろ
が
「
御
笠
」
で
あ
る
、
と
い
う
物

語
を
の
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
も
風
の

話
が
象
徴
的
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
興

味
深
く
読
み
取
れ
ま
す
。

文
化
財
課　

山
村　

信
榮

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

宝満山の山頂と上宮殿（東から）
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太
宰
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441

御
笠
山
で
風
の
神
を
祀
る
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